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り
す
シ
ス
テ
ム
立
上
げ
に
参
加
で
き
、
25
周

年
記
念
行
事
に
出
席
で
き
た
幸
せ
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

　

り
す
シ
ス
テ
ム
発
足
に
備
え
た
事
前
の
勉
強

の
場
で
は
、
法
律
の
枠
の
中
で
利
用
さ
れ
る

方
々
の
望
み
を
ど
の
様
に
実
行
で
き
る
の
か
、

現
在
の
死
後
事
務
の
部
分
に
当
た
る
内
容
で
し

た
。

　

そ
の
頃
の
私
は
、
横
浜
市
の
生
涯
学
習
講
座

の
運
営
に
参
加
し
、「
江
戸
時
代
を
覗
き
見
る
」

等
々
の
面
白
い
テ
ー
マ
で
講
座
を
組
ん
で
い
ま

し
た
。
講
座
仲
間
は
、
私
が
り
す
シ
ス
テ
ム
で

知
り
得
た
ホ
ヤ
ホ
ヤ
の
知
識
な
ど
、
勿
論
皆
無

で
し
た
。

　

確
か
不
在
投
票
で
区
役
所
へ
出
向
い
た
と
き

に
、
死
亡
届
を
出
す
課
の
窓
口
で
所
轄
の
火
葬

場
は
ど
こ
か
聞
い
た
と
こ
ろ
、
担
当
者
が
笑
い

な
が
ら
、「
所
轄
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
中
、

世
界
中
、
ど
こ
で
も
い
い
ん
で
す
」
と
の
返
事

に
び
っ
く
り
。
講
座
仲
間
に
、「
あ
な
た
が
死

ん
だ
と
き
の
火
葬
場
は
ど
こ
だ
と
思
う
？
」「
葬

儀
屋
さ
ん
が
決
め
る
わ
」「
任
せ
り
ゃ
い
い
の

よ
」「
そ
ん
な
こ
と
を
聞
い
て
、何
が
問
題
な
の
」

と
い
わ
れ
、
知
り
得
た
知
識
を
話
す
と
、「
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
よ
」

　

そ
う
で
す
。
生
前
に
自
分
の
死
後
の
こ
と
を

決
め
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
間
も
な

く
「
知
っ
て
お
き
た
い
葬
送
の
こ
と
」
講
座
開

講
。
好
評
で
し
た
。

　

先
頃
話
題
の
直
葬
で
す
が
、
25
年
前
り
す
シ

ス
テ
ム
が
「
基
本
」
と
し
た
部
分
で
す
。
そ
こ

に
自
分
色
を
加
え
る
。「
花
」「
衣
装
」。「
た
く

さ
ん
受
け
取
っ
た
恋
文
」
を
何
通
棺
に
入
れ
る

か
を
指
示
す
る
指
示
書
が
、
死
後
事
務
の
「
企

画
書
」
で
す
。
考
え
が
変
わ
れ
ば
、
い
つ
で
も

書
換
え
自
由
で
す
。

　

そ
の
後
、「
生
前
事
務
」
と
「
任
意
後
見
」

の
契
約
が
加
わ
り
、
初
期
の
死
後
事
務
契
約
済

の
方
々
に
呼
び
か
け
、
生
前
事
務
と
任
意
後
見

の
契
約
。
公
正
証
書
作
成
で
よ
り
安
心
を
お
約

束
し
ま
し
た
。

　

栗
鼠
は
英
語
でsquirrel

ス
ク
ワ
レ
ー
ル
？

り
す
シ
ス
テ
ム
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
、
私
が

一
番
救
わ
れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
な
ん
で

も
談
話
室
」
で
の
楽
し
い
時
間
。
出
席
の
方
々

と
一
緒
に
笑
っ
た
り
考
え
た
り
。
そ
し
て
皆
さ

ま
か
ら
託
さ
れ
た
企
画
書
の
一
字
一
字
の
お
言

葉
を
忖
度
し
、「
こ
れ
で
良
か
っ
た
で
し
ょ
う

か
」
と
報
告
で
き
る
よ
う
に
、
仕
事
を
す
る
勉

強
の
場
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

忖
度
と
い
う
言
葉
も
20
年
程
前
、現
相
談
役
・

松
島
の
文
章
か
ら
知
り
ま
し
た
。
り
す
シ
ス
テ

ム
の
行
う
日
々
の
仕
事
は
、
地
球
に
人
が
住
ん

で
い
る
限
り
、
永
遠
で
す
。

生
前
契
約
り
す
シ
ス
テ
ム
の
未
来

〜
り
す
シ
ス
テ
ム
と
出
会
っ
た
私
の
履
歴
〜

皇居道灌濠
子どもの頃、祖父に連れられて行った銭湯のタイル張り壁画に、江戸城の礎を築いた太
田道灌の伝承図があり、添えられた「七重八重、花は咲けども山吹の、実の一つだにな
きぞ悲しき」の歌を覚えた。文武両道の名将に由来する「道灌濠」の秋が深まる。

弁護士　福井大海

黒
澤
淑
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
り
す
シ
ス
テ
ム

生
前
契
約
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
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２
０
１
８
年
11
月
５
日
（
月
）、
り
す
シ
ス
テ

ム
生
前
契
約
25
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
毎

日
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、「
生
き
方
・
死
に
方

を
考
え
る
」
シ
リ
ー
ズ
の
第
３
回
目
に
あ
た
り
ま

す
。（
第
１
回
目
・
２
０
１
４
年
６
月
27
日
、
第

２
回
目
・
２
０
１
７
年
８
月
８
日
）

　

当
日
は
生
前
契
約
利
用
者
、
招
待
客
、
マ
ス
コ

ミ
関
係
者
、
一
般
客
含
め
、
定
員
い
っ
ぱ
い
の

１
８
０
名
近
く
の
方
々
に
お
運
び
い
た
だ
き
、
会

場
内
は
熱
い
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
総
合
司
会
は
、
川
嶋
辰
彦
先
生
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
草
の
根
国
際
協
力
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
理
事
長
、

学
習
院
大
学
名
誉
教
授
）
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
調
講
演
を
有
賀
徹
先
生
（
独
立
行
政

法
人
労
働
者
健
康
安
全
機
構
理
事
長
、
昭
和
大

学
名
誉
教
授
）
に
、
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
を

岩
尾
總
一
郎
先
生
（
日
本
尊
厳
死
協
会
理
事
長
、

慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
客
員
教
授
）、
大
磯
義
一

郎
先
生
（
浜
松
医
科
大
学
教
授
、医
師
・
弁
護
士
）、

そ
し
て
樋
口
恵
子
先
生
（
東
京
家
政
大
学
名
誉
教

授
、
評
論
家
）
に
お
願
い
し
、
続
い
て
パ
ネ
ル
・

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
展
開
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
滝
野
隆
浩
氏（
毎
日
新
聞
社
編
集
委
員
）

に
コ
メ
ン
ト
を
、
川
嶋
先
生
か
ら
短
評
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

⒈　

開
催
の
こ
と
ば

　

冒
頭
、
米
林
喜
男
先
生
（
新
潟
医
療
福
祉
大
学

名
誉
教
授
、
も
や
い
の
会
運
営
委
員
）
に
開
催
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
25
年
前
、
り
す
シ
ス
テ
ム
の
生
前
契
約
誕
生

の
き
っ
か
け
は
、
も
や
い
の
会
々
員
の
方
か
ら
の

﹃
お
墓
は
用
意
出
来
た
。
そ
の
墓
に
入
れ
る
仕
組

み
を
作
っ
て
欲
し
い
﹄
と
の
強
い
要
望
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
本
年
２
０
１
８
年
は
、
も
や
い
の
会

設
立
か
ら
28
年
、
す
が
も
平
和
霊
苑
建
立
か
ら
30

年
の
記
念
の
年
で
す
。

　

平
成
の
新
し
い
文
化
を
、
あ
る
意
味
、
り
す
シ

ス
テ
ム
が
創
造
し
た
と
言
え
、
葬
儀
や
死
に
対
す

る
新
し
い
考
え
方
、
感
じ
方
、
行
動
の
仕
方
を
、

会
員
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
打
ち
立
て
つ
つ
あ
り
ま

す
。
今
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
そ
の
活
動
の
一
環

で
す
。

りすシステム生前契約 25 周年

記念シンポジウム ご報告

日　時 11 月 5 日 ( 月 )　13 時 30 分  ～ 16 時 00 分

テーマ 生き方・死に方を考える生き方・死に方を考える 第 3 回

米林喜男先生

会　場 毎日ホール（東京都千代田区一ツ橋 1-1-1 パレスサイドビル 地下 1 階）
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本
日
は
こ
の
よ
う
に
碩
学
を
お
招
き
し
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
企
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
」

⒉　

主
催
者
挨
拶

　

主
催
者
を
代
表
し
、
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
・
杉

山
歩
か
ら
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
多
く
の
方
に
お
運
び

い
た
だ
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
こ
の
25
年
間
、
た
く
さ
ん
の
ご
利
用

者
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
、「
死
後
の
人
権
」

を
い
か
に
大
切
に
し
て
い
く
か
を
テ
ー
マ
に
活
動

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
が
こ
の
世
か
ら
去
っ
た
後
も
、
皆
さ
ま

の
思
い
、
生
前
の
記
録
等
は
必
ず
後
に
残
り
ま
す

が
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
残
し
、
ど
こ
に
託
せ

ば
い
い
の
か
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
に
日
々
向
き
合

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
日
は
各
専
門
分
野
か
ら
、
一
流
の
先
生
方
に

お
越
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
川
嶋
辰

彦
先
生
、
川
嶋
研
究
室
の
富
田
育
磨
さ
ん
他
、
ス

タ
ッ
フ
の
皆
さ
ま
の
甚
大
な
ご
支
援
・
ご
協
力
を

賜
り
、
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
で
き
ま
し

た
こ
と
に
、
改
め
ま
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ま
が
お
元
気
で
、
輝
い
て
生
き
て
い
け

る
よ
う
、
生
き
方
・
死
に
方
を
考
え
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
」

⒊　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
背
景
と
目
的

　

川
嶋
辰
彦
先
生
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
シ
リ

ー
ズ
第
１
回
・
第
２
回
の
サ
ブ
・
テ
ー
マ
と
概
要

紹
介
を
い
た
だ
い
た
後
、
今
回
の
背
景
と
目
的
に

関
し
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
は

未
定
で
す
。
そ
の
理
由
は
、
本
日
は
、
周
死
期
問

題
関
連
の
フ
ロ
ン
ト
・
ラ
ン
ナ
ー
を
お
招
き
し
て

お
り
、
こ
の
方
々
の
邂
逅
か
ら
、
著
し
く
豊
か
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
発
信
さ
れ
る
は
ず
で
、
ひ
と
つ
の

サ
ブ
・
タ
イ
ト
ル
で
内
容
を
予
め
括
っ
て
し
ま
う

こ
と
は
、
避
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

生
き
方
・
死
に
方
を
め
ぐ
る
自
己
決
定
の
内
容

は
、
高
齢
化
、
少
子
化
な
ど
の
環
境
下
で
揺
れ
動

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
流
の
中
で
、
死
に
方

を
自
己
決
定
す
る
過
程
の
問
題
点
を
、
い
く
つ
か

照
射
す
る
目
的
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
企
画
さ

れ
ま
し
た
」

りすシステム代表・杉山歩

川嶋辰彦先生

富田育磨氏
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１　

心
肺
停
止
（
脈
が
触
れ
ず
呼
吸
も
な
い
）

状
態
で
搬
入
さ
れ
た
患
者
が
、
治
療
の
甲
斐
な

く
死
亡
す
る
場
と
し
て
は
、
①
救
急
蘇
生
室

（Em
ergency Room

, ER

な
ど
と
呼
ば
れ
る
）

と
、
②
集
中
治
療
室
（
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
病
棟

部
門
）
が
あ
る
。

２　

後
者
（
②
）
の
場
合
に
は
、
前
者
（
①
）
に

お
い
て
例
え
ば
心
臓
の
蘇
生
が
辛
う
じ
て
な
さ
れ

た
も
の
の
、（
ア
）
や
は
り
心
機
能
の
回
復
が
得

ら
れ
ず
に
死
亡
す
る
、（
イ
）
心
機
能
は
回
復
し

た
が
、
肝
臓
、
腎
臓
な
ど
他
の
臓
器
に
機
能
不
全

が
生
じ
て
（
多
く
は
、
そ
の
後
に
敗
血
症
と
な
る

な
ど
し
て
）
死
亡
す
る
（
ウ
）
心
機
能
の
低
下
（
脳

血
流
の
途
絶
）
に
よ
り
脳
機
能
が
著
し
く
阻
害
さ

れ
（
脳
の
浮
腫
み
と
と
も
に
）
脳
死
状
態
に
陥
り

死
亡
す
る
、
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。

３　

前
者
（
①
）
に
お
い
て
は
、
職
場
か
ら
の

１
１
９
番
通
報
に
よ
っ
て
心
筋
梗
塞
の
患
者
が
心

肺
停
止
で
搬
入
さ
れ
る
事
例
な
ど
が
あ
る
。
そ
の

一
方
で
、
あ
た
か
も
︿
死
亡
宣
告
﹀
を
目
的
と
す

る
か
の
よ
う
に
搬
入
さ
れ
る
事
例
も
少
な
く
な

い
。「
１
１
９
番
通
報
↓
心
肺
停
止
↓
救
命
救
急

セ
ン
タ
ー
へ
」
と
い
う
流
れ
は
、
多
大
な
治
療
手

段
の
投
入
を
前
提
と
す
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
正
に

当
然
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
で
は
な
く
、
長
期
療

養
の
最
終
場
面
や
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ら

な
ど
が
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
実
態
は
都
市
部
に

多
い
傾
向
に
あ
る
。

４　

人
生
の
最
終
段
階
に
お
い
て
急
変
の
故
に

「
家
族
が
１
１
９
番
通
報
を
し
て
し
ま
う
」
と
、

法
的
に
は
救
急
隊
に
よ
る
現
場
で
の
看
取
り
は
あ

り
得
な
い
し
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
脈
や
呼
吸
が
な
け

れ
ば
、
心
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
開
始
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
件
は
今
後
に
解
決
す
べ
き
深

刻
な
課
題
で
あ
る
。

　

我
が
国
に
お
け
る
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
に
搬
入

さ
れ
る
症
例
の
概
ね
８
％
が
心
肺
停
止
症
例
で
あ

り
、こ
の
社
会
復
帰
率
な
ど
も
得
ら
れ
て
い
る
が
、

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
目
的
が
救
命
で
あ
る
だ
け

に
、
死
亡
事
例
に
関
す
る
類
型
別
の
統
計
な
ど
を

俄
か
に
得
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
都
内
と
地

方
都
市
と
に
お
け
る
夫
々
の
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー

で
の
死
亡
事
例
の
統
計
を
現
在
求
め
て
い
る
。
合

わ
せ
て
発
表
し
た
い
。

⒋　

基
調
講
演　

有
賀
徹
先
生

　
﹁
救
急
救
命
医
療
の
現
場
か
ら
見
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
様
な
﹃
い
の
ち
﹄﹂

　
（
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
）

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
と
は
一
般
の
救
急
病
院

（
救
急
告
示
の
病
院
、
入
院
治
療
が
で
き
る
二
次

救
急
医
療
を
担
う
）
と
異
な
り
、一
刻
を
争
う
（
時

間
勝
負
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
）
重
篤
な
心
筋

梗
塞
や
外
傷
患
者
に
対
応
す
る
（
三
次
救
急
医
療

を
担
う
）
医
療
施
設
で
あ
る
。
救
命
を
目
的
と
し

て
多
大
な
人
的
、
物
的
資
源
が
投
入
さ
れ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
残
念
な
が
ら
看
取
り
を
せ
ね
ば

な
ら
な
い
症
例
も
多
数
経
験
さ
れ
る
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
「
死
に
方
を
考
え

る
」
に
あ
た
り
、以
下
の
諸
々
を
参
照
さ
れ
た
い
。 有賀徹先生
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東京消防庁
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東京消防庁

年に 1 万件 “ 増加 ”
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⒌　

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

岩
尾
總
一
郎
先
生

　
（
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
）

　
︻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
寄
せ
て
︼

　

我
が
国
は
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
長
寿
社
会

を
迎
え
ま
し
た
が
、
人
間
は
不
老
不
死
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
少
し
前
ま
で
は
延
命
至
上
主
義
と
も
い

わ
れ
る
医
療
環
境
で
し
た
が
、
現
在
は
患
者
の
意

思
を
尊
重
す
る
医
療
理
念
が
広
が
り
、
制
度
化
さ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
最
期
の
過
ご
し
方
を
考
え
る

こ
と
は
、
今
を
よ
り
良
く
生
き
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。

　

あ
な
た
の
希
望
を
書
面
に
す
る
リ
ビ
ン
グ
・
ウ

イ
ル
は
、
あ
な
た
ら
し
い
最
期
を
支
え
る
も
の
で

す
。
元
気
な
う
ち
か
ら
準
備
を
し
て
お
く
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

岩尾總一郎先生
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⒍　

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

大
磯
義
一
郎
先
生

　
（
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
）

　
︻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
寄
せ
て
︼

　

現
在
の
我
が
国
の
判
例
、
通
説
で
は
、
医
師
患

者
関
係
は
、
診
療
契
約
と
い
う
相
互
不
信
を
ベ
ー

ス
と
す
る
契
約
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
お

り
、
医
師
は
契
約
上
の
義
務
と
し
て
、
患
者
に
対

す
る
説
明
義
務
を
負
い
、
患
者
は
、
医
師
の
説
明

を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
る
か
決
定
す

る
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
高
齢
社
会
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
患

者
本
人
に
よ
る
意
思
表
示
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が

通
常
と
な
っ
て
い
る
。
医
療
現
場
と
司
法
の
乖
離

が
見
ら
れ
る
こ
の
課
題
に
お
け
る
解
決
策
を
提
案

し
た
い
。

大磯義一郎先生
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⒎　

オ
ピ
ニ
オ
ン
・
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
　

樋
口
恵
子
先
生

　
（
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
）

　
︻
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
寄
せ
て
︼

　

生
き
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
死
は
人
生
に
お

け
る
大
仕
事
で
す
。
わ
が
人
生
が
良
き
も
の
で
あ

る
よ
う
に
一
生
懸
命
生
き
て
き
ま
し
た
。
わ
が
死

も
よ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
わ
が
死
を
見

つ
め
、
大
切
に
し
、
穏
や
か
に
受
け
入
れ
た
い
と

思
い
ま
す
。
出
発
点
は
日
本
人
の
好
き
な
お
ま
か

せ
主
義
か
ら
一
歩
離
陸
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。「
お
ま
か
せ
デ
ス
」か
ら「
自
分
の
デ
ス
」

へ
と
。

樋口恵子先生

　

生
き
る
こ
と
と
同
じ
よ
う
に
、
死
は
人
生
に
お



12

第 266 号　2018 年 11 月号

⒐　

短
評

　
　

川
嶋
辰
彦
先
生

〇
漢
詩
（
陶
淵
明
「
帰
去
来
辞
」
の
末
尾
２
句
）

聊
乗
化
以
帰
尽　

楽
夫
天
命
復
奚
疑

い
さ
さ
か
化
に
乗
じ
て
以
て
尽
く
る
に
帰
し
、

夫か

の
天
命
を
楽
し
み
て
復ま

た
奚な
に

を
か
疑
わ
ん
。

﹇
試
訳
﹈

今
暫
く
は
、
大
自
然
の
法
則
（
天
の
運
行
摂
理
）

に
我
が
身
を
委
ね
て
あ
の
天
命
な
る
も
の
を
楽
し

み
、
時
が
至
れ
ば
何
を
も
た
め
ら
う
こ
と
な
く
死

へ
と
帰
ろ
う
。

10.　

結
び
の
こ
と
ば　

米
林
先
生
よ
り

　

家
族
が
音
を
た
て
て
変
貌
し
て
い
る
昨
今
、
り

す
シ
ス
テ
ム
が
始
め
た
契
約
家
族
と
い
う
も
の

は
、
従
来
の
伝
統
的
な
家
族
の
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン

グ
で
す
が
、こ
れ
が
ど
こ
ま
で
代
替
可
能
な
の
か
、

平
成
が
終
っ
て
次
の
時
代
に
、
り
す
シ
ス
テ
ム
が

蒔
い
た
種
が
、
ど
ん
な
風
に
ま
た
花
開
い
て
い
く

の
か
。

　

松
島
氏
は
、
契
約
家
族
を
中
心
と
し
た
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
た
い
と
提
案
し
て
い
ま
す

が
、
そ
う
い
う
時
が
来
る
か
来
な
い
か
は
、
我
々

に
か
か
っ
て
い
る
、
我
々
の
役
割
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

本
日
は
、
た
い
へ
ん
生
産
的
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
し
た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
先
生
方
、
司
会
の
労
を

取
ら
れ
た
川
嶋
先
生
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
に
感
謝
申
し
上
げ
て
、
締
め
く
く
り
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
日
は
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

⒏　

コ
メ
ン
ト

　
　

滝
野
隆
浩
氏

25
周
年
に
こ
う
い
っ
た
テ
ー
マ
に
す
る
の
は
ど

う
か
な
と
、伝
わ
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

伝
わ
っ
て
い
ま
し
た
ね
、
聞
い
て
い
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
考
え
ら
れ
る
最
高
の

方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
日
の
内
容
を
、
ま
と
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
で
考
え
る
し
か
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
こ
だ
け
は
押
さ
え
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

少
子
高
齢
多
死
社
会
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
単
身
、

一
人
暮
ら
し
と
い
う
の
は
、
一
番
し
ん
ど
い
と
思

い
ま
す
。
人
間
、
死
ぬ
と
き
は
誰
か
の
支
え
が
必

要
で
す
。
自
分
が
死
ん
だ
後
は
ど
う
し
て
欲
し
い

か
、
フ
ラ
ン
ク
に
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

滝野隆浩氏
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セコム ･ホームセキュリティのご案内

【日時】  12 月 15 日 ( 土 ) 12：30 ～ 13：00
   16：00 ～ 16：30
 12 月 18 日 ( 火 ) 15：00 ～ 15：30
 1 月 15 日 ( 火 ) 12：30 ～ 13：00
   16：00 ～ 16：30
 1 月 18 日 ( 金 ) 15：00 ～ 15：30

【会場】  ＮＰＯりすシステム 北の丸グラスゲート 1F
　　　　東京都千代田区九段北 1-4-5

【最寄駅】東京メトロ半蔵門線 ･ 東西線 ･ 都営新宿線
　　　　　　  「九段下」駅 (3･5･7 番出口 ) 徒歩 5 分

【日時】 12 月 12 日 ( 水 ) 10：00 ～ 11：00
 1 月 12 日 ( 土 ) 10：00 ～ 11：00
【会場】りすセンター新木場 東京都江東区新木場 4-6-13
【最寄駅】東京メトロ有楽町線 ･ ＪＲ京葉線 ･ 高速りんかい線

　　　　    「新木場」駅よりバス 8 分
　　　　　 ※新木場駅から送迎の用意があります

※参加希望の方はご連絡ください

東　

京

坂本 はるか
（さかもと はるか）
　　　アシスタント
■出身地：
島根県隠岐の島
■趣味：カラオケ
　ピアノ、旅行
■性格：明るい

ご自宅でお困りごとやご不安はございませんか？セコム・ホーム
セキュリティで皆様の安心・安全な暮らしのサポートをいたしま
す。使い方はとっても簡単！お気軽にご相談ください。

土屋 美幸（つちや みゆき）

■出身地：埼玉県朝霞市
■趣味：季節の植物めぐり
　　　　ヨガ、森林浴
　　　　■性格：マイペース
　　　　　　　　　　　素直

私
たちが

担
当します！

　　　　　　　　　　　素直　　　　　　　　　　　素直　　　　　　　　　　　素直カラオケ

　　　　ヨガ、森林浴
　　　　■性格：マイペース
　　　　　　　　　　　素直

名
古
屋

  
【日時】 1 月 10 日 ( 木 ) 14：00 ～ 15：00
  【会場】ＮＰＯりすシステム中部日本支部　
　名古屋市中村区名駅 3-13-28　名駅セブンスタービル 1211
　【最寄駅】  ＪＲ「名古屋」駅徒歩 5 分
　※参加希望の方はご連絡ください

セコム・メディカルクラブ

セコムでは契約された方への生活安心サービス
として「セコム・メディカルクラブ」を設けて
います。24 時間 365 日豊富な経験を持つ看護
師が対応する電話健康相談サービスや、医療機
関情報の検索サービスなど、健康に役立つ情報
を契約者の方々に提供しています。わざわざ病
院に行くほどではないけれど、健康上のちょっ
とした不安があるときなどこのサービスをご利
用ください！

耳より
情報！

日頃から健康や防犯に気を付けていても、突然何が起こるかわかりません。
りすシステムが推奨する「セコム・ホームセキュリティ」は、24 時間 365 日
休みなく、あなたの「もしもの時」に対処します。救急通報、センサーによる
安否見守りサービス・防犯・火災・非常通報等に対応し、電話の応答がない場
合はセコム株式会社の緊急対処員がただちに駆けつけます。異常があった場合
には 119 番と同時にりすシステムに連絡が入ります。いのちと暮らしを守る
ため「セコム・ホームセキュリティ」の設置をお勧めします。

セコム説明会のご案内

室内の人の動きをセンサーで確認。
一定時間動きが確認できなければ、
異常事態が発生したと判断し、セコ
ムが対応します。

急病時などは、ペンダン
ト 型 の「 マ イ ド ク タ ー」
を握るだけで、救急信号
がセコムに伝わります。

大
阪

  
【日時】〈生前契約説明会終了後〉
 12 月  7 日 ( 金 ) 12：00 頃～ /15：30 頃～
    1 月  7 日 ( 月 ) 12：00 頃～ /15：30 頃～
　　　　〈談話サロン終了後〉
 12 月 23 日 ( 日 ) 14：15 ～ 15：00
  【会場】ＮＰＯりすシステム西日本支部
　大阪市北区東天満 1-10-14　MF 南森町 2 ビル４F
　【最寄駅】  地下鉄谷町線／堺筋線　「南森町」駅徒歩 3 分

　　　　　　ＪＲ東西線　「大阪天満」駅徒歩 1 分
　＊生前契約説明会・談話サロン終了後、セコム担当
　者が機器の操作方法、契約時や月々の費用、工事について
　等の説明をいたします。参加希望の方はご連絡ください。
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紹介コーナーりす友 お た りよ
　

今
年
の
夏
は
厳
し
い
暑
さ
で
し
た
が
、
朝
晩
急

に
冷
え
こ
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

り
す
シ
ス
テ
ム
の
皆
様
も
、
毎
日
忙
し
い
日
々

を
過
ご
さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

い
つ
も
り
す
倶
楽
部
を
送
っ
て
下
さ
り
、
有
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

10
月
号
の
松
島
如
戒
先
生
の
「
生
前
契
約
25
周

年
か
ら
未
来
へ
向
け
て
」を
読
ま
せ
て
い
た
だ
き
、

り
す
シ
ス
テ
ム
の
創
立
か
ら
今
日
迄
の
歩
み
が
と

て
も
良
く
わ
か
り
、
有
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
私

は
り
す
シ
ス
テ
ム
に
入
会
し
て
ま
だ
日
が
浅
い
の

で
す
が
、
入
会
し
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
は
元
気
で
も
、
い
つ
人
様
の
お
世
話
に
な

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
私
に
は
家
族
が
お
り
ま
せ

ん
し
、
友
人
も
少
な
い
の
で
、
今
後
ど
の
よ
う
に

生
き
て
ゆ
け
ば
良
い
の
か
考
え
悩
ん
で
い
る
時

に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
で
り
す
シ
ス
テ
ム
の
事
を

知
り
ま
し
た
。
早
速
説
明
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
り
す
シ
ス
テ
ム
の
よ
う
な
立
派
な
組
織
が

あ
る
こ
と
知
り
、入
会
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

も
っ
と
り
す
シ
ス
テ
ム
の
事
を
知
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
例
会
に
出
席
す
る
こ

と
も
出
来
な
く
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
木
県　

Ｎ
・
Ｎ
様

11
月
14
日　

西
日
本
支
部　

︿
東
大
寺
界
隈
散
策
と
奈
良
ホ
テ
ル
で
ラ
ン
チ
会
﹀

　
「
奈
良
ホ
テ
ル
」
は
ず
ー
っ
と
以
前
か
ら
行
き

た
か
っ
た
場
所
の
一
つ
で
し
た
の
で
、
す
ぐ
に
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
こ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

期
待
を
裏
切
ら
な
い
素
敵
な
建
物
、
雰
囲
気
に

大
満
足
で
し
た
。
２
階
に
上
ら
せ
て
い
た
だ
き
、

窓
か
ら
見
え
る
瓦
の
屋
根
、
木
造
建
築
な
ど
、
古

都
な
ら
で
は
の
眺
め
に
心
和
む
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

観
光
し
て
い
る
人
々
の
姿
は
10
年
前
と
は
随
分

違
っ
て
い
ま
し
た
が
、
春
日
大
社
、
東
大
寺
付
近

の
景
色
は
や
は
り
「
古
へ
」
の
感
あ
り
で
、
心
落

ち
着
き
ま
し
た
。
そ
の
道
す
が
ら
、
こ
の
日
始
め

て
お
会
い
し
た
大
阪
船
場
の
Ｋ
様
と
、
お
話
し
し

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。

　

男
性
お
ひ
と
り
暮
し
で
も
、
こ
ま
め
に
家
事
を

こ
な
し
な
が
ら
、

い
ろ
ん
な
こ
と
に

目
を
向
け
堂
々
と

生
き
生
き
と
お
過

ご
し
の
ご
様
子

に
、
明
日
か
ら
の

元
気
と
活
力
を
頂

戴
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
を
企
画

し
て
下
さ
っ
た
、

り
す
シ
ス
テ
ム
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

  

兵
庫
県　

Ｔ
・
Ｙ
様

り
す
シ
ス
テ
ム
の
ご
利
用
者
で
し
た
︑大
分
県
・

城
谷
登
美
様
︵
２
０
１
８
年
８
月
19
日
逝
去
︶

の
句
集
で
す
︒
ご
希
望
の
方
は
り
す
シ
ス
テ
ム

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︒
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な
ん
で
も
談
話
室
だ
よ
り

　

雨
の
予
報
が
外
れ
て
感
謝
。

　

最
初
の
話
題
は
「
お
腹
ス
ッ
キ
リ
」。
老
人
性
便

秘
に
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
お

腹
に
い
い
こ
と
、
し
て
ま
す
か
？
一
時
、
健
康
に
良

い
食
物
と
言
わ
れ
た
玄
米
も
、
老
人
に
は
す
す
め
ら

れ
な
い
。
柔
ら
か
く
し
て
よ
く
噛
む
。
あ
れ
？
誰
も

玄
米
を
食
べ
て
な
い
。
腸
も
働
き
続
け
て
消
化
力
が

衰
え
る
。コ
ン
ニ
ャ
ク
は
腸
の
掃
除
役
と
い
っ
て
も
、

小
さ
く
切
っ
て
、
よ
く
噛
む
こ
と
が
大
切
。
そ
れ
で

腸
内
で
固
ま
る
の
を
防
ぐ
ら
し
い
。

　

さ
ぁ
、よ
く
噛
ん
で
お
昼
を
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

腸
を
動
か
し
た
と
こ
ろ
で
「
腸
の
内
視
鏡
検
査
」
の

辛
い
体
験
談
。
検
査
の
結
果
、
入
院
と
な
る
と
、
り

す
シ
ス
テ
ム
に
保
証
人
を
頼
む
。「
生
前
事
務
規
定
」

を
読
み
な
が
ら
説
明
す
る
。

　
「
登
山
中
に
遭
難
し
た
ら
？
」「
登
山
の
保
険
は
な

い
の
？
」
救
助
の
際
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
飛
ぶ
。
民

間
の
救
助
隊
と
自
衛
隊
の
緊
急
出
勤
が
あ
る
。
テ
レ

ビ
で
事
故
現
場
を
見
て
も
、
収
拾
ま
で
に
ど
れ
ほ
ど

の
費
用
が
必
要
か
分
か
ら
な
い
。
分
か
ら
な
い
こ
と

は
さ
て
お
き
、
談
話
室
へ
の
ご
出
席
か
、
お
誕
生
日

カ
ー
ド
に
同
封
の
「
確
認
シ
ー
ト
」
の
ご
返
送
で
、

お
元
気
な
近
況
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

10
月
19
日
︵
金
︶　

東
日
本
支
部黒

澤
淑
子

り
す
シ
ス
テ
ム  

生
前
契
約
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー

10
月
６
～
７
日　

九
州
支
部
・
大
分
支
部

︿
日
本
水
彩
展
地
方
巡
回
展  

熊
本
展　

鑑
賞
会
﹀

　

熊
本
へ
の
日
本
水
彩
展
・
熊
本
巡
回
展
で
は
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

り
す
の
ス
タ
ッ
フ
様
の
細
や
か
な
心
遣
い
有
難

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

い
つ
の
日
か
、「
り
す
倶
楽
部
」
の
表
紙
を
飾

る
福
井
大
海
様
の
水
彩
画
の
本
物
を
見
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。
熊
本
で
開
催
さ
れ
る
記
事
を

見
て
、
直
ぐ
に
申
し
込
み
ま
し
た
。

　

福
井
大
海
様
ご
自
身
が
解
説
し
て
下
さ
る
と

は
、
何
と
ラ
ッ
キ
ー
な
事
で
し
ょ
う
。

　

今
ま
で
に
色
々
な
美
術
館
や
博
物
館
に
て
作
品

を
鑑
賞
し
て
き
ま
し
た
が
、
作
者
に
よ
る
作
品
の

解
説
を
直
に
聴
く
事
は

初
め
て
で
し
た
。

　

最
初
の
作
品　

内
閣

総
理
大
臣
賞「
夕
景（
プ

ラ
ハ
）」
で
、
絵
一
枚

に
込
め
ら
れ
た
作
者
の

思
い
を
解
説
さ
れ
、
あ

ら
た
め
て
そ
の
奥
深
さ

と
広
が
り
と
家
族
へ
の

思
い
を
感
じ
ま
し
た
。

　

福
井
大
海
様
の
「
峠

へ
の
道
」
が
出
来
上
が

る
ま
で
に
は
、
二

年
間
を
要
さ
れ
た

と
か
。
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
解
説

に
笑
い
の
中
、
二

人
の
作
家
様
に
も

来
て
い
た
だ
き
、

有
り
難
い
こ
と
で

し
た
。

　

お
茶
タ
イ
ム
の

後
、
実
際
に
ス
ケ

ッ
チ
の
時
に
持
参
さ
れ
る
道
具
を
使
っ
て
皆

様
の
前
で
、
り
す
倶
楽
部
表
紙
絵
の
藁
屋
根

の
四
季
を
さ
あ
っ
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
描
き
、

そ
の
上
に
水
彩
絵
の
具
で
色
を
重
ね
ら
れ
、

あ
っ
と
い
う
間
に
葉
書
大
の
見
事
な
絵
が
出

来
上
が
り
、
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
運
よ
く
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
出
来
上
が
っ
た

ば
か
り
の
絵
を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
絵
の
鑑
賞
会
に
参

加
出
来
て
幸
せ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
企
画
を

し
て
下
さ
っ
た
り
す
の
皆
様
、
沢
山
の
準
備

を
し
て
下
さ
っ
た
福
井
大
海
様
に
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県　

小
串
保
子
様
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▽
日　

時
：
12
月
12
日
（
水
）
13
時
30
分
～

　
　
　
　
　

1
月
12
日
（
土
）
13
時
30
分
～

▽
締　

切
：
前
日
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

※
新
木
場
駅
か
ら
送
迎
の
用
意
が
あ
り
ま
す

※
Ai
（
死
亡
時
画
像
診
断
）
装
置
の
見
学
も
で
き
ま
す

▽
日　

時
：
12
月
23
日
（
日
）
12
時
～
14
時

　
　
　
　
　

1
月
23
日
（
水
）
は
新
年
会
で
す

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
西
日
本
支
部

▽
参
加
費
：
５
０
０
円
（
軽
食
を
ご
用
意
し
ま
す
）

▽
締　

切
：
３
日
前
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い

▽
日　

時
：
12
月
19
日
（
水
）
13
時
～
15
時

　
　
　
　
　

1
月
16
日
（
水
）
13
時
～
15
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
西
日
本
支
部

▽
締　

切
：
１
週
間
前

　
　
　
　
　

定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

東
日
本
支
部  

り
す
セ
ン
タ
ー
新
木
場
見
学
会

西
日
本
支
部

談
話
サ
ロ
ン

西
日
本
支
部

法
律
相
談

▽
日　

時
：
12
月
20
日
（
木
）
10
時
～
16
時

　
　
　
　
　

1
月
20
日
（
日
）
10
時
～
16
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
東
日
本
支
部
（
本
部
）

　
　
　
　
　

北
の
丸
グ
ラ
ス
ゲ
ー
ト
１
階

▽
担　

当
：

　

森　

妙
子
（
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

　
　
　
　
　
　

生
前
契
約
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）

　

松
島
如
戒
（
不
動
産
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

　

杉
山　

歩
（
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
理
事
）

　

末
藤
康
宏
（
り
す
ネ
ッ
ト
不
動
産
事
業
部  
部
長

　
　
　
　
　
　

宅
地
建
物
取
引
士

　
　
　
　
　
　

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

▽
締　

切
：
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

▽
日　

時
：
12
月
17
日
（
月
）
13
時
～
15
時

　
　
　
　
　

1
月
23
日
（
水
）
13
時
～
15
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
東
日
本
支
部
（
本
部
）

　
　
　
　
　

北
の
丸
グ
ラ
ス
ゲ
ー
ト
5
階

▽
担　

当
：
長
谷
川
範
子
弁
護
士

▽
締　

切
：
１
週
間
前
ま
で
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い

東
日
本
支
部

暮
ら
し
の
よ
ろ
ず
相
談
会

東
日
本
支
部

法
律
相
談

《
お
知
ら
せ
》
ど
の
支
部
の
行
事
で
も
参
加
で
き
ま
す
︒
事
前
に
連
絡
く
だ
さ
い
︒

お
申
込
み
の
方
に
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

▽
日　

時
：
12
月
21
日
（
金
）
11
時
30
分
集
合

▽
会　

場
：
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▽
参
加
費
：
３
５
０
０
円

▽
締　

切
：
12
月
15
日
（
土
）

※
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
・
杉
山
も
参
加
し
ま
す

▽
日　

時
：
1
月
29
日
（
火
）
11
時
30
分
～

▽
会　

場
：
萬
珍
樓
本
店

▽
参
加
費
：
３
５
０
０
円

▽
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
ま
す

※
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
・
杉
山
も
参
加
し
ま
す

▽
日　

時
：
2
月
5
日
（
火
）
11
時
30
分
～

▽
会　

場
：
ホ
テ
ル
ナ
ゴ
ヤ
キ
ャ
ッ
ス
ル
11
階

　
　
　
　
　

コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ
イ
ニ
ン
グ　

　
　
　
　
　

ク
ラ
ウ
ン

▽
参
加
費
：
4
０
０
０
円

▽
締　

切
：
1
月
30
日
（
水
）

※
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
・
杉
山
も
参
加
し
ま
す

北
日
本
支
部
　
　
忘
年
会

東
日
本
支
部
　
　
新
年
会

中
部
日
本
支
部
　
新
年
会

忘
年
会
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
新
年
会
・
サ
ロ
ン
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▽
日　

時
：
1
月
23
日
（
水
）
12
時
～
14
時

▽
会　

場
：
大
阪
新
阪
急
ホ
テ
ル
地
下
1
階

　
　
　
　
　

フ
レ
ン
チ
＆
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス
ト
ラ
ン

　
　
　
　
　

モ
ン
ス
レ
ー

▽
参
加
費
：
４
０
０
０
円

▽
締　

切
：
1
月
16
日
（
水
）

※
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
・
杉
山
も
参
加
し
ま
す

▽
日　

時
：
12
月
24
日
（
月
）  

12
時
～
14
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
中
国
支
部

▽
参
加
費
：
１
０
０
０
円

▽
締　

切
：
12
月
21
日
（
金
）

▽
日　

時
：
1
月
25
日
（
金
）  

13
時
～
15
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
四
国
支
部

　
　
　
　
　

近
隣
の
喫
茶
店
に
て

▽
参
加
費
：
１
０
０
０
円

▽
締　

切
：
1
月
24
日
（
木
）

西
日
本
支
部
　
　
新
年
会

中
国
支
部
　
　
　
プ
チ
ク
リ
ス
マ
ス
会

四
国
支
部
　
　
　
プ
チ
新
年
会

︻
プ
チ
忘
年
会
︼

▽
日　

時
：
12
月
29
日
（
土
）  

12
時
～
15
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
九
州
支
部

▽
参
加
費
：
１
０
０
０
円　

▽
締　

切
：
12
月
28
日
（
金
）

︻
新
年
会
︼

▽
日　

時
：
1
月
17
日
（
木
）  

12
時
～
14
時
30
分

▽
会　

場
：
日
本
料
理
し
ゃ
ぶ
禅
昭
和
通
大
名
店

▽
参
加
費
：
３
５
０
０
円　

▽
締　

切
：
1
月
15
日
（
火
）

※
新
年
会
は
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
・
杉
山
も
参
加
し
ま
す

︻
談
話
サ
ロ
ン
︼

▽
日　

時
：
12
月
25
日
（
火
）  

12
時
～
14
時

▽
会　

場
：
り
す
シ
ス
テ
ム
大
分
支
部

▽
参
加
費
：
１
０
０
０
円

▽
締　

切
：
12
月
23
日
（
日
）

︻
新
年
会
︼

▽
日　

時
：
1
月
18
日
（
金
）  
12
時
～
14
時
30
分

▽
会　

場
：
大
分
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
ホ
テ
ル
3
階

　
　
　
　
　

豊
後
の
間

▽
参
加
費
：
３
０
０
０
円　

▽
締　

切
：
1
月
15
日
（
火
）

※
新
年
会
は
り
す
シ
ス
テ
ム
代
表
・
杉
山
も
参
加
し
ま
す

九
州
支
部
　
　
　
プ
チ
忘
年
会
・
新
年
会

大
分
支
部
　
　
　
談
話
サ
ロ
ン
・
新
年
会

り
す
シ
ス
テ
ム　

西
東
京
ブ
ラ
ン
チ

11
月
16
日

ご
近
所
の
方
を
お
招
き
し

開
所
式
を
行
い
ま
し
た
！

住　

所
：
〒
３
５
９
ー
０
０
２
４

　
　
　
　

埼
玉
県
所
沢
市
下
安
松
４
４
３
ー
３
２

電　

話
：
０
３
・
５
２
７
５
・
１
３
１
１

Ｆ
ａ
ｘ
：
０
４
・
２
９
３
５
・
７
４
８
０

所　

長
：
小
池
安
喜

り
す
シ
ス
テ
ム
で
は
︑﹁
厚
生
省
高
齢
者
介
護
・
自

立
支
援
シ
ス
テ
ム
研
究
会
﹂
座
長
を
務
め
︑
後
の
介

護
保
険
制
度
の
骨
格
を
お
作
り
に
な
っ
た
東
京
大
学

名
誉
教
授
大
森
彌
わ
た
る
先
生
の
埼
玉
県
の
ご
自
宅
を
ご

寄
附
い
た
だ
き
改
装
し
︑
皆
さ
ん
が
お
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
所
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
︒

先
日
︑
ご
近
所
の
方
を
お
招
き
し
︑
お
披
露
目
い
た

し
ま
し
た
︒

小池 安喜
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▼
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
で
一
人
暮
ら
し
を

し
て
い
た
O
さ
ん
（
65
歳
・
男
性
）
が
、

り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し
た
の
は
昨
年

の
こ
と
。
音
楽
家
の
O
さ
ん
は
30
代
で

公
務
員
に
転
職
し
、
そ
の
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
中
学
校
の
吹
奏
楽
指
導
を
し

て
い
る
と
い
う
、
明
る
く
楽
し
い
方
で

し
た
。

　

今
年
に
入
り
O
さ
ん
か
ら
、「
末
期

が
ん
で
余
命
宣
告
を
受
け
ま
し
た
」
と

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
突
然
の
こ
と

で
、
そ
の
胸
中
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
そ
の
後
、
自
身
の
死
を
見
つ

め
、
自
分
ら
し
く
そ
の
と
き
を
迎
え
た

い
と
、
死
後
の
準
備
に
取
り
掛
か
り
ま

し
た
。
財
産
の
遺
言
も
作
成
し
て
、
大

切
な
楽
器
や
車
の
処
分
方
法
も
決
め
、

り
す
シ
ス
テ
ム
に
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

体
調
不
良
の
日
も
多
く
な
る
中
、
痛

み
止
め
を
服
用
し
な
が
ら
自
宅
療
養
を

続
け
て
い
ま
し
た
が
、
9
月
に
入
り
入

北
海
道
支
部

院
。「
棺
に
は
小
さ
な
笛
を
入
れ
て
ほ

し
い
、
楽
器
が
何
も
な
い
と
さ
み
し
く

て
、
生
き
返
っ
て
し
ま
い
ま
す
」
と
、

冗
談
ぽ
く
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
O
さ
ん
か
ら
、「
遊

び
（
面
会
）
に
来
て
ほ
し
い
」
と
の
依

頼
が
あ
り
病
院
を
訪
問
。
屋
上
の
サ
ン

ル
ー
ム
で
リ
コ
ー
ダ
ー
や
横
笛
の
練

習
を
し
て
い
た
O
さ
ん
は
、「
自
分
の

誕
生
日
に
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
看

護
師
さ
ん
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
、
患

者
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
う
た
め
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
く
ん
で
す
。
私
、
こ
の

前
よ
り
元
気
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ

う
？
」
と
の
こ
と
。
O
さ
ん
の
奏
で
る

笛
の
音
色
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
穏
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。こ
れ
が
、

生
前
の
O
さ
ん
と
お
会
い
し
た
最
後
と

な
り
ま
し
た
。

　

４
日
後
、
病
院
か
ら
、
O
さ
ん
の
状

態
が
よ
く
な
い
と
の
電
話
が
入
り
、
詳

細
を
聞
い
て
い
た
最
中
、「
た
っ
た
今
、

息
を
引
き
取
り
ま
し
た
」と
告
げ
ら
れ
、

す
際
の
逡
巡
は
理
解
で
き
ま
す
。

　

バ
ブ
ル
の
頃
に
不
動
産
を
購
入
し
た

方
は
、
当
時
の
購
入
価
格
と
現
在
の
売

却
価
格
の
差
が
大
き
く
、
売
却
を
躊
躇

す
る
方
が
い
る
一
方
、
管
理
が
重
荷
と

な
り
、
価
格
は
度
外
視
で
売
却
手
続
き

を
進
め
る
方
な
ど
様
々
で
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
の
場
合
は
、
所
有
し
て

い
る
限
り
固
定
資
産
税
の
他
に
管
理

費
・
修
繕
積
立
金
が
必
要
で
す
し
、
古

い
一
軒
家
の
場
合
、
今
号
の
東
日
本
支

部
の
項
で
ご
紹
介
し
て
い
る
よ
う
に
、

解
体
せ
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　

不
動
産
に
関
す
る
困
り
ご
と
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

▼
本
誌
第
２
６
０
号
（
２
０
１
８
年
4

月
号
）
で
紹
介
し
た
T
さ
ん
一
家
の
近

況
で
す
。

　

施
設
で
暮
ら
す
Ｔ
さ
ん
母
娘
か
ら
、

築
40
年
の
自
宅
管
理
を
依
頼
さ
れ
て
お

り
、空
き
家
対
策
の
た
め
セ
コ
ム
・
ホ
ー

ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
導
入
し
、
定
期
的

東
日
本
支
部

病
院
へ
急
行
し
ま
し
た
。
枕
元
に
飾
っ

て
あ
っ
た
写
真
に
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
を

聴
き
に
来
た
み
な
さ
ん
に
囲
ま
れ
た
O

さ
ん
が
写
っ
て
い
ま
し
た
。
看
護
師
に

聞
い
た
と
こ
ろ
、
O
さ
ん
は
ベ
ッ
ド
の

上
で
し
た
が
笛
を
吹
き
、
皆
さ
ん
を
楽

し
ま
せ
た
そ
う
で
す
。
O
さ
ん
ら
し
い

人
生
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
し
た
。

　

現
在
、死
後
事
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

亡
く
な
っ
た
こ
と
を
友
人
や
楽
器
・
車

の
処
分
業
者
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
突
然

の
訃
報
に
驚
く
と
同
時
に
、
O
さ
ん
が

自
身
の
死
後
ど
う
し
て
欲
し
い
か
を
き

ち
ん
と
決
め
て
お
き
、
り
す
シ
ス
テ
ム

の
よ
う
な
法
人
に
託
し
て
い
た
こ
と
に

共
感
さ
れ
ま
し
た
。

　

病
院
の
屋
上
で
聴
い
た
、
O
さ
ん
の

奏
で
る
リ
コ
ー
ダ
ー
の
音
色
が
ふ
と
よ

み
が
え
り
ま
す
。
O
さ
ん
、
ど
う
ぞ
安

ら
か
に
。

▼
施
設
に
転
居
し
た
方
か
ら
の
、
自
宅

処
分
の
依
頼
が
増
え
て
い
ま
す
。「
長

年
過
ご
し
た
我
が
家
」
の
思
い
出
話
を

た
く
さ
ん
お
聞
き
し
ま
す
の
で
、
手
放

北
日
本
支
部

活
動
記

支
部
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に
庭
木
の
手
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
こ
の
夏
の
台
風
で
老
朽
化
が

進
ん
だ
庇
の
一
部
が
落
下
し
、
木
片
が

飛
散
し
て
い
る
と
近
隣
の
方
か
ら
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。
現
地
に
出
向
き
点
検

し
た
と
こ
ろ
、
連
絡
い
た
だ
い
た
箇
所

に
加
え
、
通
気
口
の
網
が
外
れ
、
屋
根

裏
に
鳥
や
害
獣
（
ハ
ク
ビ
シ
ン
）
が
出

入
り
し
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
も
判
明
し

ま
し
た
。

　

保
健
所
の
職
員
、
修
繕
専
門
業
者
の

調
査
の
結
果
、
早
急
な
対
応
が
必
要
と

な
り
、Ｔ
さ
ん
母
娘
に
相
談
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
長
年
暮
ら
し
た
自
宅
に
愛
着

は
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
か
ら
も
そ
こ
で

暮
ら
す
こ
と
は
な
く
、
管
理
費
も
か
か

り
続
け
る
こ
と
か
ら
、
解
体
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
解

体
の
場
合
、
本
来
は
行
わ
な
い
害
虫
・

害
獣
対
策
と
し
て
、
建
物
内
部
の
消
毒

を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
家
は
早
く
傷

む
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
大
雨
や
台
風
と

い
っ
た
気
象
状
況
も
、
建
物
の
老
朽
化

を
早
め
る
原
因
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。
ま
た
古
い
建
物
は
、
塀
や

建
物
の
耐
震
対
策
が
必
要
で
す
。

　

施
設
に
転
居
す
る
際
の
自
宅
の
管

理
・
処
分
に
は
、
早
め
の
対
応
が
必
要

で
す
。り
す
シ
ス
テ
ム
で
は
毎
月
20
日
、

東
日
本
支
部
の
会
議
室
で
「
暮
ら
し
の

よ
ろ
ず
相
談
会
」
を
開
催
し
て
お
り
、

専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
相
談
を
お
受
け
し

ま
す
。
そ
れ
以
外
の
支
部
は
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
人
で
暮
ら
す

D
さ
ん
（
82
歳
・
男
性
）
が
道
端
で
転

倒
し
、
緊
急
搬
送
さ
れ
た
と
の
連
絡
が

病
院
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
大
腿
骨
骨
折

で
緊
急
手
術
が
行
わ
れ
、
治
療
と
リ
ハ

ビ
リ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
２
週
間
の

入
院
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
D
さ
ん
の
信
条
と
し
て
、

医
療
行
為
は
徹
底
的
に
拒
否
と
の
意
思

を
示
し
、
自
宅
に
戻
り
た
い
と
強
行
に

訴
え
ま
し
た
。
常
識
的
に
考
え
て
手
術

当
日
に
退
院
す
る
こ
と
は
あ
り
得
ず
、

病
院
も
り
す
シ
ス
テ
ム
も
対
応
に
苦

慮
。
病
院
で
押
し
問
答
と
な
り
、
妥
協

策
と
し
て
一
晩
だ
け
入
院
し
、
翌
日
退

院
し
て
自
宅
に
戻
る
こ
と
で
D
さ
ん
も

納
得
し
ま
し
た
。

▼
2
年
前
に
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
を
売
却

し
、
介
護
付
き
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
入

居
し
た
U
さ
ん
夫
妻
の
ケ
ー
ス
で
す
。

２
０
１
４
年
に
奥
さ
ん
（
91
歳
）
が
、

２
０
１
６
年
の
施
設
入
居
を
機
に
ご
主

人
（
89
歳
）
が
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約

し
ま
し
た
。

　

お
二
人
と
も
温
厚
で
社
交
的
。
多
く

の
友
人
に
慕
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
施
設

入
居
前
も
介
護
サ
ー
ビ
ス
と
友
人
の
助

け
を
借
り
て
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、

子
ど
も
の
い
な
い
夫
妻
は
「
他
人
に
迷

惑
を
か
け
た
く
な
い
」
と
の
思
い
が
強

く
、
終
の
棲
家
と
し
て
介
護
付
き
有
料

老
人
ホ
ー
ム
を
選
択
し
ま
し
た
。

　

施
設
入
居
後
ほ
ど
な
く
奥
さ
ん
の
認

知
症
の
症
状
が
進
み
、
ご
主
人
が
献
身

的
に
お
世
話
を
し
な
が
ら
寄
り
添
う
よ

う
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
先
日
、

肺
炎
で
入
退
院
を
繰
り
返
し
て
い
た
ご

主
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
退
院
翌
日

の
急
変
で
し
た
。

　

ご
遺
体
の
安
置
場
所
は
り
す
に
一
任

さ
れ
て
い
た
の
で
、
車
い
す
で
移
動
す

中
部
日
本
支
部

　

し
か
し
退
院
日
の
翌
朝
ヘ
ル
パ
ー
か

ら
電
話
が
あ
り
、
排
泄
介
助
も
拒
絶
、

加
え
て
か
な
り
強
い
力
で
突
き
飛
ば
さ

れ
る
な
ど
の
危
険
行
為
も
あ
っ
た
と
の

こ
と
で
、
ヘ
ル
パ
ー
を
２
名
体
勢
に
し

て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、
り
す
も
男
性
ス
タ
ッ
フ
２
名

で
自
宅
を
訪
問
し
ヘ
ル
パ
ー
と
相
談
、

寝
床
か
ら
落
下
し
て
も
怪
我
を
し
な
い

よ
う
、
マ
ッ
ト
を
敷
き
詰
め
る
な
ど
の

対
策
を
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ヘ
ル
パ
ー
の
献
身
的
な
介

助
や
穏
や
か
な
応
対
が
功
を
奏
し
、
D

さ
ん
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
傷
口
か
ら
の
感
染
症

の
可
能
性
や
、
専
門
の
理
学
療
法
士
に

よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
ら
れ
な
い
な

ど
、
課
題
は
残
り
ま
す
。

　

本
人
の
希
望
と
適
切
な
医
療
・
介
護

と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
場
合
の
対

応
の
難
し
さ
を
痛
感
し
つ
つ
、
今
後
も

D
さ
ん
に
と
っ
て
最
善
の
暮
ら
し
と
は

何
か
、
模
索
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
を
続

け
ま
す
。
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る
奥
さ
ん
の
こ
と
を
考
慮
し
、
施
設
の

好
意
で
施
設
の
和
室
を
お
借
り
し
て
安

置
。
た
く
さ
ん
の
お
花
に
囲
ま
れ
た
ご

主
人
は
、
奥
さ
ん
と
多
く
の
親
し
い
友

人
に
見
送
ら
れ
、
旅
立
ち
ま
し
た
。

　

現
在
、
ご
主
人
の
死
後
事
務
と
並
行

し
、
奥
さ
ん
の
後
見
申
立
て
の
手
続
き

を
進
め
て
い
ま
す
。
ご
主
人
に
安
心
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
も
奥
さ
ん
の
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
ま
す
。

▼
C
さ
ん
（
83
歳
・
男
性
）
は
、
自
宅

で
奥
さ
ん
と
二
人
暮
ら
し
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
奥
さ
ん
を
自
宅
で
看
取
っ
た

後
、「
今
後
は
自
分
一
人
の
生
活
と
な

る
。
い
つ
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
思
っ
て
、
６
年
前
に
り
す
シ
ス
テ
ム

と
契
約
し
遺
言
も
作
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
何
か
あ
っ
て
か
ら
で
は
遅
い

と
、
セ
コ
ム
・
ホ
ー
ム
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

に
も
加
入
し
ま
し
た
。
り
す
の
活
動
に

深
い
理
解
を
示
し
て
く
れ
て
い
た
C
さ

ん
は
、
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
依
頼
が
入
っ

た
際
に
も
、
快
く
協
力
下
さ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

西
日
本
支
部

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
セ
コ
ム
の
緊
急
対

処
員
か
ら
、
C
さ
ん
が
自
宅
で
亡
く

な
っ
て
い
る
と
の
連
絡
が
入
り
ま
し

た
。
C
さ
ん
の
応
答
が
な
い
の
を
心
配

し
た
食
事
の
配
達
業
者
が
市
役
所
へ
連

絡
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
警
察
、
セ
コ
ム

へ
と
連
絡
が
入
り
C
さ
ん
宅
へ
急
行
。

す
で
に
こ
と
切
れ
て
い
た
C
さ
ん
を
発

見
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

現
在
C
さ
ん
の
死
後
事
務
を
進
め
て

お
り
、12
月
に
は
ご
希
望
通
り
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
の
海
へ
撒
骨
し
ま
す
。

　

ま
た
C
さ
ん
の
遺
言
に
、「
佐
間
田

敏
夫
画
伯
の
絵
を
A
中
学
校
に
遺
贈
、

展
示
し
て
ほ
し
い
」
と
の
記
載
が
あ
り

ま
し
た
。
教
育
委
員
会
に
相
談
し
た
と

こ
ろ
、
直
接
A
中
学
校
へ
連
絡
し
て
欲

し
い
と
の
こ
と
で
、
A
中
学
校
の
校
長

か
ら
は
、「
職
員
会
議
で
検
討
し
、
ご

連
絡
し
ま
す
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

待
つ
こ
と
３
ケ
月
、「
絵
を
お
受
け

し
ま
す
」
と
の
連
絡
が
入
り
、
先
日
お

届
け
し
ま
し
た
。
校
長
か
ら
、「
集
会

で
全
校
生
徒
に
お
披
露
目
し
ま
す
」
と

言
っ
て
い
た
だ
き
、ほ
っ
と
し
ま
し
た
。

C
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

▼
企
画
書
を
作
成
中
の
N
さ
ん（
75
歳
・

女
性
）
は
、
進
行
性
の
乳
が
ん
と
口
腔

が
ん
を
患
っ
て
い
ま
す
。
数
ケ
月
前
に

上
顎
を
切
除
し
、
口
を
開
け
る
リ
ハ
ビ

リ
が
終
っ
た
の
で
、
や
っ
と
話
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
事
務
所
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
「
以
前
の
手
術
は
友
人
に
身
元
引
受

保
証
を
お
願
い
し
ま
し
た
が
、
も
う
友

人
に
は
頼
め
な
い
と
思
う
の
で
、
り
す

シ
ス
テ
ム
に
お
願
い
し
た
い
」
と
お
っ

し
ゃ
る
N
さ
ん
。
医
療
上
の
判
断
に
関

す
る
事
前
意
思
表
示
書
に
関
し
、「
ぎ

り
ぎ
り
に
な
っ
て
、
気
持
ち
が
変
わ
る

か
も
し
れ
な
い
…
」
と
の
こ
と
だ
っ
た

の
で
、
生
活
環
境
や
考
え
方
が
変
わ
っ

た
時
は
書
き
換
え
可
能
だ
と
お
伝
え
し

ま
し
た
。

　

N
さ
ん
に
は
90
歳
を
こ
え
る
お
母
さ

ま
が
い
て
、
入
居
中
の
サ
ー
ビ
ス
付
き

高
齢
者
向
け
住
宅
を
定
期
的
に
訪
問
し

て
い
ま
す
。
今
後
、
自
分
で
世
話
が
で

き
な
く
な
っ
た
り
、
自
分
が
先
に
死
ん

で
し
ま
っ
た
り
す
れ
ば
、
母
の
面
倒
は

　

中
国
支
部

誰
が
み
る
の
か
心
配
だ
と
い
う
N
さ
ん

に
、「
N
さ
ん
の
依
頼
が
あ
れ
ば
、
り

す
が
お
母
さ
ま
の
サ
ポ
ー
ト
を
引
き
受

け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま
た
、
お
母

さ
ま
に
判
断
能
力
が
あ
れ
ば
、
お
母
さ

ま
自
身
が
り
す
と
契
約
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
」
と
お
伝
え
し
、
申
込
み
と
同

時
に
公
正
証
書
作
成
に
取
り
か
か
る
こ

と
の
で
き
る
「
総
合
保
証
パ
ッ
ク
」
の

説
明
を
し
ま
し
た
。

▼
中
国
支
部
の
責
任
者
・
有
馬
が
、
10

月
か
ら
四
国
支
部
を
兼
任
す
る
こ
と
に

な
り
、
毎
月
25
日
の
説
明
会
や
、
な
ん

で
も
談
話
室
に
は
、
松
山
の
事
務
所
に

伺
い
ま
す
。

▼
10
年
前
に
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し

た
I
さ
ん（
78
歳
・
女
性
）が
来
所
さ
れ
、

企
画
書
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
通

夜
・
葬
儀
を
執
り
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
不
要
に
し
た
い
と
の
こ
と

で
、
次
回
の
面
談
時
に
企
画
書
を
書
き

換
え
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
年
に
一
度

の
無
料
の
見
守
り
訪
問
を
希
望
さ
れ
、

年
明
け
に
伺
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

四
国
支
部
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▼
K
さ
ん
（
83
歳
・
女
性
）
は
、
数
年

前
に
申
出
書
を
作
成
し
た
の
み
で
、
契

約
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
先
に
逝
っ

た
ご
主
人
の
遺
骨
を
自
宅
に
安
置
し
て

お
り
、
ご
自
身
が
亡
く
な
っ
た
後
、
一

緒
に
納
骨
し
た
い
そ
う
で
す
。
や
っ
と

希
望
の
墓
地
が
見
つ
か
り
、
企
画
書
の

作
成
に
進
み
た
い
と
の
こ
と
で
、
来
月

の
「
私
の
お
ぼ
え
が
き
講
座
」
の
予
約

を
し
、「
公
正
証
書
の
作
成
ま
で
た
ど

り
着
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

▼
Y
さ
ん
（
62
歳
・
女
性
）
が
り
す
シ

ス
テ
ム
と
契
約
し
た
の
は
40
歳
台
後
半

で
、
築
40
年
に
な
る
一
戸
建
て
に
お
母

さ
ま
と
二
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
高
校
教
師
と
し
て
働
く

Y
さ
ん
の
お
仕
事
の
悩
み
、
自
身
の
体

調
の
こ
と
や
お
母
さ
ま
の
世
話
な
ど
の

相
談
を
受
け
、
都
度
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
こ
数
年
は
自
宅

を
ど
う
す
る
か
が
懸
案
事
項
で
、
リ

九
州
支
部

フ
ォ
ー
ム
し
て
住
み
続
け
る
、
親
子
で

施
設
へ
入
居
し
自
宅
を
売
却
す
る
等
、

検
討
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
1
月
も
例
年
通
り
、「
母
と
二

人
、
無
事
新
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
直
後
に
お
母
さ
ま

が
亡
く
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
慰
め
の

言
葉
も
見
つ
か
ら
な
い
ほ
ど
消
沈
し
て

い
た
Y
さ
ん
で
し
た
が
、
先
日
、「
か

な
り
時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、
ど
う

に
か
落
ち
着
き
ま
し
た
」
と
の
連
絡
を

い
た
だ
き
、
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。
今
後

は
自
宅
の
こ
と
も
含
め
、
書
類
の
見
直

し
作
業
に
入
る
予
定
で
す
。

▼
4
年
前
に
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し

た
M
さ
ん
（
52
歳
・
女
性
）。
説
明
会

参
加
か
ら
公
正
証
書
作
成
ま
で
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
、
特
に
何
事
も
な
く
お
過
ご

し
で
す
が
、
先
日
、「
環
境
や
考
え
方

が
変
わ
っ
た
の
で
、
企
画
書
を
見
直
し

た
い
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
個
人
面
談

の
日
程
を
調
整
中
で
す
。

▼
自
宅
マ
ン
シ
ョ
ン
に
一
人
で
暮
ら
す

S
さ
ん
（
59
歳
・
女
性
）
は
、「
親
戚

に
迷
惑
を
か
け
ず
、
自
分
ら
し
く
生
き

て
い
き
た
い
」
と
、
4
年
前
に
り
す
シ

ス
テ
ム
と
契
約
。
以
来
、
就
職
時
や
入

院
時
の
身
元
引
受
保
証
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
先
日
、
身
内
の
こ
と
で
相

談
が
あ
る
と
来
所
さ
れ
、
そ
の
際
、
松

島
相
談
役
の
﹃
私
、
ひ
と
り
で
死
ね
ま

す
か
︱
支
え
る
契
約
家
族
︱
﹄
を
購

入
。
読
後
は
親
戚
に
も
読
ん
で
も
ら
い

ま
す
と
お
帰
り
に
な
り
ま
し
た
。

▼
5
年
前
に
り
す
シ
ス
テ
ム
と
契
約
し

た
H
さ
ん
（
59
歳
・
男
性
）
は
、
会
社

員
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
施
設
入
居
中

の
お
母
さ
ま
の
世
話
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
就
職
の
際
の
身
元
引
受
保
証

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
都
合
が

つ
け
ば
例
会
に
も
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
の
参
加
に
他
の
利
用
者

さ
ん
も
嬉
し
そ
う
で
、
毎
回
お
話
が
弾

ん
で
い
ま
す
。

▼
本
誌
第
２
５
３
号
（
２
０
１
７
年
8

月
号
）
で
紹
介
し
た
A
さ
ん
（
91
歳
・

男
性
）
の
近
況
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
に

入
居
し
て
い
る
A
さ
ん
は
、
胆
管
狭
窄

大
分
支
部

症
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
を
患
い
、
定
期

的
に
消
化
器
内
科
と
神
経
内
科
を
受
診

し
て
い
ま
し
た
が
、
２
度
の
圧
迫
骨
折

で
入
退
院
を
繰
り
返
し
た
後
、
昨
年
２

月
に
状
態
が
悪
化
。寝
た
き
り
と
な
り
、

日
常
生
活
の
す
べ
て
に
介
助
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
を
使
用

し
て
受
診
し
た
消
化
器
内
科
で
胆
管
ス

テ
ン
ト
交
換
施
術
を
受
け
、
退
院
後
は

要
介
護
1
か
ら
要
介
護
5
の
状
態
と
な

り
、
日
に
3
回
３
事
業
所
の
ヘ
ル
パ
ー

の
介
護
を
受
け
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
ま

す
。

　

今
年
に
入
り
、
床
ず
れ
防
止
の
マ
ッ

ト
を
リ
ー
ス
し
た
A
さ
ん
は
、「
ベ
ッ

ド
に
起
き
上
が
っ
て
食
事
で
き
る
よ

う
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
た
い
」
と

言
わ
れ
、
一
時
は
「
こ
ん
な
状
態
で
生

き
て
い
る
の
は
つ
ら
い
」
と
話
し
て
い

た
A
さ
ん
だ
け
に
、
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
入
居
中
の
施
設
が

閉
鎖
さ
れ
る
と
の
連
絡
が
入
り
、
急

き
ょ
開
催
さ
れ
た
家
族
会
議
に
出
席
し

ま
し
た
。
施
設
長
か
ら
、経
常
赤
字
額
・
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入
居
者
数
推
移
表
の
提
示
が
あ
り
、「
突

然
の
お
知
ら
せ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
長

年
の
経
営
不
振
に
よ
り
、
不
本
意
な
が

ら
12
月
21
日
を
も
っ
て
施
設
を
閉
鎖
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
、「
長
年
の
経
営
不

振
な
ら
、
な
ぜ
も
っ
と
早
く
知
ら
せ
て

く
れ
な
か
っ
た
の
か
」「
あ
と
2
ケ
月

で
転
居
先
を
探
す
な
ん
て
、
無
理
で
す

よ
…
」そ
ん
な
声
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

A
さ
ん
に
は
施
設
長
か
ら
直
接
話
が

あ
っ
た
そ
う
で
、
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
話

な
の
で
文
句
も
言
え
ず
、「
寝
た
き
り

の
高
齢
者
に
は
、
も
っ
と
早
く
話
を
し

て
く
れ
て
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
」と
言
う
し
か
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

急
ぎ
転
居
先
を
探
す
た
め
、
A
さ

ん
、
り
す
シ
ス
テ
ム
、
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
で
話
し
合
い
を
持

ち
ま
し
た
。
A
さ
ん
は
、「
今
の
よ
う

な
施
設
（
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
）
で
、
現
在
の
介
護
ス
タ
ッ
フ
さ

ん
に
引
き
続
き
お
世
話
に
な
り
た
い
。

そ
れ
が
無
理
で
あ
れ
ば
、
介
護
付
有
料

老
人
ホ
ー
ム
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

も
検
討
し
、
機
械
浴
（
寝
た
ま
ま
入
浴

が
可
能
）が
で
き
る
施
設
が
い
い
で
す
。

別
府
市
が
ダ
メ
な
ら
大
分
市
も
検
討
し

ま
す
」
と
の
こ
と
で
、
各
々
、
入
居
可

能
な
施
設
探
し
を
急
ぎ
ま
し
た
。

10
月
下
旬
、
ケ
ア
マ
ネ
の
紹
介
で
大

分
市
の
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
G
を

見
学
。
前
評
判
通
り
の
素
晴
ら
し
い
施

設
で
、
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
に
、
A
さ
ん

の
現
在
の
状
態
と
り
す
シ
ス
テ
ム
が
身

元
引
受
保
証
人
に
な
る
こ
と
を
説
明

し
、
入
居
申
込
書
類
一
式
を
提
出
し
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
３
日
後
、
高
齢
者
住
宅
紹
介

所
ス
タ
ッ
フ
か
ら
紹
介
さ
れ
た
施
設
も

検
討
、
A
さ
ん
の
希
望
に
沿
っ
た
施
設

数
ケ
所
へ
申
し
込
む
こ
と
に
し
ま
し

た
。

　

刻
々
と
時
間
が
経
過
す
る
中
、
今
か

今
か
と
施
設
か
ら
の
回
答
を
待
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
ケ
ア
マ
ネ
か
ら
、「
先
日

見
学
し
た
介
護
付
有
料
老
人
ホ
ー
ム
G

か
ら
、
入
居
内
定
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
！
」
と
の
電
話
が
入
り
、
そ
の
後
、

施
設
か
ら
り
す
シ
ス
テ
ム
へ
正
式
決
定

の
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
正
に
、「
念

ず
れ
ば
花
開
く
」、
半
ば
あ
き
ら
め
か

け
て
い
た
と
こ
ろ
へ
の
嬉
し
い
知
ら
せ

に
、
皆
で
喜
び
ま
し
た
。

　

現
在
、
転
居
へ
向
け
て
の
手
続
き
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
限
ら
れ
た
時
間
で

施
設
探
し
に
尽
力
し
て
く
れ
た
ケ
ア
マ

ネ
や
ヘ
ル
パ
ー
、
高
齢
者
住
宅
紹
介
所

ス
タ
ッ
フ
、
そ
し
て
迅
速
に
対
応
い
た

だ
い
た
転
居
先
の
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

A
さ
ん
は
本
格
的
な
冬
の
到
来
前
に

転
居
で
き
る
予
定
で
す
。
転
居
先
は
大

分
市
内
で
す
が
別
府
市
に
近
く
、
こ
れ

ま
で
通
り
の
病
院
に
通
院
で
き
ま
す
。

今
後
も
A
さ
ん
が
快
適
に
暮
ら
し
て
い

け
る
よ
う
、
契
約
家
族
と
し
て
サ
ポ
ー

ト
を
続
け
ま
す
。

※
本
誌
第
２
６
４
号
（
２
０
１
８
年
９
月

号
）
西
日
本
支
部
の
支
部
活
動
記
12
ペ
ー

ジ
最
下
段
・
後
ろ
か
ら
６
行
～
の
記
述
に

関
し
、「
収
骨
し
な
い
の
に
、
納
骨
し
た

の
で
し
ょ
う
か
」
と
の
お
問
い
合
わ
せ
が

あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
ま
し
て
、「
火
葬
後
収
骨

不
要
」
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
補
足
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

喪
主
（
遺
族
）
は
お
骨
あ
げ
を
し
な
い

の
で
す
が
、
火
葬
場
に
残
っ
た
焼
骨
の
取

扱
い
に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
2
通
り

あ
り
ま
す
。

①
火
葬
場
の
責
任
で
︑
自
ら
が
所
有
す
る

共
同
墓
地
に
納
骨
す
る
ケ
ー
ス

②
火
葬
場
の
責
任
で
︑
適
切
な
火
葬
場
残

骨
灰
処
理
方
法
に
よ
り
処
分
す
る
ケ
ー
ス

　

本
件
は
、①
火
葬
場
の
責
任
で
収
骨
し
、

自
ら
が
所
有
す
る
墓
地
に
納
骨
し
供
養
す

る
ケ
ー
ス
で
し
た
。
従
い
ま
し
て
、
り
す

倶
楽
部
へ
の
記
載
の
際
、﹁
火
葬
後
は
火

葬
場
の
担
当
者
に
よ
り
︑
火
葬
場
所
有
の

共
同
墓
地
に
納
骨
さ
れ
ま
し
た
﹂
と
す
べ

き
で
し
た
。

　

記
載
に
あ
い
ま
い
な
箇
所
が
あ
り
ま
し

た
こ
と
を
お
詫
び
し
、
補
足
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
い
た

方
に
は
、
個
別
に
回
答
い
た
し
ま
し
た
。
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「地球に恩返し基金」 に寄附をいただき、ありがとうございました

私たちの生命を育んでくれている地球 !! このやさしい地球に
少しでも恩返しをして、次世代に美しい地球を残しませんか。
皆さまのご寄附で「地球に恩返しの森」に植樹ができ、銘板に
あなたのお名前が刻まれます。

※匿名希望の方は、振込用紙の「通信欄」に「匿名希望」と、ペンネーム希望の
方は　「ペンネーム」を明記の上、「ご依頼人欄」には必ずお名前をご記入ください。

地球に恩返し運動について

地球に恩返し運動本部

NPO りすシステム
NPO 地球に恩返しの森づくり推進機構

連絡先：TEL.03-5215-2383

● 郵便局から振り込む場合

郵便局口座番号：00140-7-743432
加入者：地球に恩返し基金

● 他行からゆうちょ銀行に振込む場合
店名：〇一九（ゼロイチキュウ）
種目：当座　口座番号：0743432
加入者：地球に恩返し基金

地球に恩返し
基金振込先

NPO 地球に恩返しの森づくり推進機構

　※ 2018 年 10 月 1 日 ～ 10 月 31 日の期間、10 名の方から寄附をいただきました。
　※安城  克子さん、村山  三枝子さんが 1000 ポイントを達成されました。

地球に恩返し　シャツ・ポロシャツT

■定　価：2,000 円（税・送料込み）■サイズ：Ｓ・Ｍ・Ｌ

■カラー：ホワイト・ピンク・イエロー・ライトグリーン・ライトブルー

　シャツT

ポロシャツ
■定　価：2,500 円（税・送料込み）■サイズ：Ｓ・Ｍ・Ｌ・LL・3L

■カラー：ピンク・ネイビーブルー

カラフルでかわいいロゴ付きの〈特製 T シャツ・ポロシャツ〉です。

お買い上げ金額の一部を、りすシステムから「地球に恩返し基金」

へ寄附いたします。ご協力よろしくお願いいたします。通信販売も

承ります。ご希望の方は 0120-889-443 までご連絡下さい。

人
気のカラ ーです！

50 音順

安城　克子さん （大阪府松原市）
石井　民子さん （東京都北区）
蕪木　清子さん （埼玉県和光市）
川俣　利男さん （東京都北区）
酒井　悟さん （東京都東村山市）

髙田　智さん （東京都北区）
髙橋　幸子さん （東京都品川区）
西山　節子さん （東京都板橋区）
本田　咸子さん （東京都中野区）
村山　三枝子さん （茨城県つくばみらい市）
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支　部 電話番号 生前契約説明会 私のおぼえがき講座

　北海道支部 011-756-4165 5 日 （1 月休み） 13 ： 30 ～ 15 ： 00 随時開催

　北日本支部 022-797-2072 2 日 （1 月休み） 13 ： 30 ～ 15 ： 00 随時開催

　東日本支部
0120-889-443

03-3511-3277

10 日
会場 ： 九段下

11 ： 00 ～ 13 ： 00 15 日
会場 ： 九段下

11 ： 00 〜 12 ： 30

14 ： 30 ～ 16 ： 30 14 ： 30 〜 16 ： 00

24 日 （3・9 月休み）
会場 ： 巣鴨

13 ： 00 ～ 15 ： 00

12 月 6 日、1 月 7 日
会場 ： 横浜

10 ： 30 ～ 12 ： 30
12 月 26 日、1 月 28 日

会場 ： 横浜
10 ： 30 ～ 12 ： 30

　中部日本支部 052-569-2254 25 日 13 ： 00 ～ 15 ： 00 随時開催

　西日本支部 06-6809-2289 7 日
10 ： 30 ～ 12 ： 00

26 日
10 ： 30 〜 12 ： 00

14 ： 00 ～ 15 ： 30 14 ： 00 〜 15 ： 30

　中国支部 082-568-1585 28 日 10 ： 30 ～ 12 ： 00 随時開催

　四国支部 089-933-5670 25 日 11 ： 00 ～ 12 ： 30 随時開催

　九州支部 092-738-2718 24 日 13 ： 30 ～ 15 ： 00 随時開催

　大分支部 097-538-6263 27 日 13 ： 30 ～ 15 ： 00 随時開催

２４時間３６５日いつでも りすセンター 新木場
０１２０- ３７３- ９５９ （海外からご利用の場合） +81-3-3522-5660

例会・見学会・談話サロン・法律相談のお申込み先

０１２０- ８８９- ４４３
生活支援テレホン

０１２０- ３３２- ２０６

● 談 話 サ ロ ン ●
　西日本支部 日時：12 月 23 日 （日）　※ 1 月 23 日 （水） は新年会。 詳しくは 17 ページのお知らせをご覧ください。

◎なんでも談話室は、開催時間中なら いつでも自由に参加できます。● な ん で も 談 話 室 ●

※ 1 月はお休みです。

日時 ：	 2 月	 6	 日	 （水）	 11 時～ 15 時	 会場 ： 北海道支部事務所

※ 12 月はお休みです。

日時 ： 1 月 30	 日	 （水）	 11 時～ 15 時	 会場 ： 北日本支部事務所

日時 ： 12 月 18	日	 （火）	 11 時～ 15 時	 会場 ： 北の丸グラスゲート 1 階

日時 ：	 1 月 18	日	 （金）	 11 時～ 15 時	 会場 ： 北の丸グラスゲート 1 階

日時 ： 12 月 10	日	 （月）	 13 時～ 15 時	 会場 ： 中部日本支部事務所 1211 号室

日時 ：	 1 月 10	日	 （木）	 13 時～ 15 時	 会場 ： 中部日本支部事務所 1211 号室

日時 ：	 1 月	 5	 日	 （土）	 13 時～ 15 時	 会場 ： 中国支部事務所

日時 ：	 2 月	 2	 日	 （土）	 13 時～ 15 時	 会場 ： 中国支部事務所

日時 ： 12 月 25	日	 （火）	 13 時～ 15 時	 会場 ： 四国支部事務所

※ 1 月 25 日 （金） はプチ新年会です。 詳しくは 17 ページのお知らせをご覧ください。

※ 12 月 29 日 （土） はプチ忘年会です。 詳しくは 17 ページのお知らせをご覧ください。

日時 ：	 1 月 29	日	 （火）	 13 時～ 15 時	 会場 ： 九州支部事務所

※ 12 月 25 日 （火） は談話サロンです。 詳しくは 17 ページのお知らせをご覧ください。

※ 1 月はお休みです。

　北海道支部

　東日本支部

　中部日本支部

　四国支部

　九州支部

　大分支部

　北日本支部

　中国支部


